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凹 凸載荷面 をもつ コ ン ク リー ト圧縮試験体の AE 計測

　　　　　　　　（そ の 1　 AE 発生位置）
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　 1　 序

　筆者 らは 凹凸 の ある載荷面 をもつ コ ン ク リ
ー

ト試験体が圧縮載荷され た場 合の 応 力 と変形の

解析に つ い て報告 して い るが 1 −3 ，、 ここで は圧

縮載荷時に 生 じる損傷を、 ア ニ
ー

ス テ ィ ッ ク エ

ミ ッ シ ョ ン （AE ）計測 によ り検討す るこ と を

目的 とする 。

　 2　 試験方法

　表 1 の 調 合の モ ル タ ル で図 1 の 凹 または凸の

載荷面を も つ 直径 55mm 高 さ 110mm の シ

リ ン ダー試験体 を作成 した 。 載荷面 をヤ ス リ で

研磨 し、そ の 平面度は シ ッ クネ ス ゲ ージ を用 い

て 測定 した。電動 ス ク リ ュ
ー

軸昇 降式圧縮 引張

試験機 を用 い て単純圧縮載荷 した。 AE の 計測

は 島津AE 計 測装置 SAE − 1000A を用い 、

試験体 に設置 す る AE セ ン サ の 位置は、図 2 に

示 す 3 種類と した 。 試験装置の シ ス テ ム の 構成

を 図 3 に 示す。
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図 1 試験体 （立面）

　 3　 試験結 果

　図 4 は、試験 体が破壊す る まで に試験体の 高

さ方向 を 20 分割 （試験 体 の 上 部 と下部 に設 置

した AE セ ン サ の 間 を 20 分割） した ゾーン の

そ れぞれ に発生す る AE 事象数を 示 した も の で

あ る。図申に 示す ス ラ イサ電圧 とは、計測 され

た AE か ら微 小 な値 を取 り除 くた め の しき い 値

であ る。 い ずれ の 試験 体 も高 さ方向 の 申央 に 集

申し て AE の 発生 が 見 られ る。 また 凹 と凸の 載

荷面をもつ 試験体 では、上部 である凹または凸

の 載荷薦の 近 くで AE がかな り発生 して い るが、

凹 凸の な い 載荷面の 試験体で は載荷面近傍 で の

AE の 発生 は無 く、試験体の 高 さ方向の 中央部

か らだけ AE が発生 して い る 。
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図 3 試験装置 の シ ス テム
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　図 5 は、試験体 が破壊す る まで に試験体 の 直

径方向 を 20 分割 （試験体の 直径 の 両 端 の 側面

に 設置 し た AE セ ン サ の 間 を 20 分割） し た ゾ

ーン の そ れ ぞ れ に 発生 する AE 事 象数 を示 した

も の で あ る。凹 または凸 の 載荷面 の 近 くあ る い

は高さ の 中央 部に AE セ ン サ を設置 し た い ずれ

の 場合も、試験体の 中心 軸の 位置 に集 中 して A

E が発生 して い る。
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　 4　 ま とめ

　試 験体 の 高 さ方 向 の 両端に セ ン サ を設置 した

場合 と、直径の 両 端の 側面に セ ン サ を設 置 した

場合か ら、圧縮載荷 され た試験体に は、試験体

の 中心軸 付近 で高 さ方 向 の 中央部分 に 集 中 し て

AE の 発 生 が計測 され、 また 凹 凸の ある載荷面

を も つ 試験体 の 場 合 は、 凹凸の 面の 中心付近 に

AE の 発 生 が計測 さ れ た。

＜文 献＞ 1 ）〜3 ）　（そ の 2　AE 発 生 過 程 ） を 参 照
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